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資料を 1 )両親像および親子関係， 2) 同胞関係， 3) 対人関係における態度， 4) 病前性格，
5 )発症前の状況，といった項目の下に整理検討しているが，この中で今迄の研究で明らかにされて
いない本症者に特異的ないくつかの生活史的事象を指摘している。さらに， 乙れらの:事事象 lにこついてコ考考号号. 
察を行ない，本症者のパ一ソナリテイ構造のヰ宇r村L7II?トj
関連を持つという見解を捉出している口このようにして，本航者が示す['[我の脆弱性の構造を今迄の
研究よりも実証的・具体的に分化・洋細化した形で把握し，離人症の構造を理解する上に新たな知見
を加えている。また，本症の精神療法のあり方や，その可能性についても，本研究は重要な示唆を与
えている。かかる点に本研究の意義がある。
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